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はじめに

日本産のウミヒルモ属植物は，最近までウミヒル
モHalophila ovalis（R. Br.）Hook. f. のみが知ら
れていたが（北村他 1964；大井 1975；山下 1982），
1990年にトゲウミヒルモ（旧和名ヒメウミヒルモ）
H . decipiens Ostenf. が沖縄で発見された（Kuo et
al. 1995）。その後，内村（内村真之．2004．日本
近海に生育する小型海草類の研究報告について 記
者発表資料．7 pp．（独）湾空港研究所技術・内閣
府沖縄総合事務局，那覇．）は，沖縄においてH .
ovalis を再確認するなど，2種を新種，2種を新産
として報告し，H . ovalis の和名をウミヒルモと残
し，これまでウミヒルモとよんでいたものをヤマト
ウミヒルモとすることを提唱した。Kuo et al.（2006）
は，これまで知られていた日本産のウミヒルモに
H . nipponica J. Kuoの学名を与えると共に，4新
種を追加し，日本にはウミヒルモ属植物が 8種産
するとした。同年 Uchimura, Faye, Shimada,
Ogura et al.（2006）によってH . japonica M.
Uchimura et Faye（ヤマトウミヒルモ）が記載さ
れたが，H. nipponica と同種と考えられる。大場
・宮田（2007）は，日本産の海産顕花植物（海草）
をまとめた。その中で，日本本土に産するヤマトウ
ミヒルモH . nipponica を太平洋側に分布するヤマ
トウミヒルモと，九州西岸から日本海側に分布する
ノトウミヒルモの 2つの亜種に区分しているが，
正式な命名はされていない。
琉球列島を除くと，一地域でウミヒルモ属植物が

2種産するところは，千葉県館山市，和歌山県西牟

婁郡白浜町，徳島県南部で，ヤマトウミヒルモとオ
オウミヒルモH . major（Zoll.）Miq. が見られる
（Kuo et al. 2006；大場・宮田 2007）。
筆者らは長崎県大村湾の海岸植生とフロラを調査
している過程で，ヤマトウミヒルモとともに，さら
にもう一種が生育していることを発見し，植物体全
体の形や葉縁に鋸歯があることなどから，それがト
ゲウミヒルモであることを確認した。その後，これ
らのウミヒルモ属植物について調査を行い，大村湾
における分布と生態について知見を得たので報告す
る。

調査地域

大村湾は長崎県のほぼ中央部に位置し，およそ北
緯 33°東経 129°50′に位置し，南北約 26 km，東西
11 km，面積 320 km2，海岸線の総延長約 360 km
の袋状の湾である。北部の早岐瀬戸と針尾瀬戸の 2
つの狭い海峡を経て，外海に開いた佐世保湾と通ず
る超閉鎖性の内湾である。したがって，強風時を除
いて波静かで，干満の差は大潮時の最大値で 84 cm，
小潮時の最小値で 7 cmと，周辺海域と比べてきわ
めて小さい（飯塚・田北 1985）。
大村湾の成立はかつて湖であったものが，約

9,000年前に海水が流入し始め，約 7,000年前に現
在のような広がりをもつ湾が成立したと考えられて
いる（松岡 2004）。

調査方法

ウミヒルモ属植物の確認は，なるべく干潮時に岸
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や堤防から海水中を眺め，竹竿などでひっかけて採
集したり，生育していそうな海岸では，背の届く範
囲で水中に入り，潜って採集した。したがって，今
回は水深の深い所のものについては調査から除外し
た。調査は主として 2007年 7～10月に行った。

結果

トゲウミヒルモは亜・熱帯域に広く分布し，日本
では 1990年に沖縄本島の中城湾，金武湾，大浦湾
と伊是名島，瀬底島で発見されていたが（Kuo et al.
1995；Uchimura , Faye, Shimada, Arai et al.
2006；大場・宮田 2007），長崎県の大村湾で発見
することができた。本種の分布北限地となる。大村
湾では西岸の西彼杵郡時津町と長崎市琴海町（旧西
彼杵郡琴海町）とに限られる（Fig. 1）。生育地の
水深は 1 m以深で，節間はヤマトウミヒルモより
間隔が短いために海上から水中を見れば，両種は簡
単に区別できる。葉身は線状長楕円形からやや皮針
形で，葉柄は 0.4―1.0 cmとヤマトウミヒルモに比
べてかなり短い（Fig. 2 a）。
これまで長崎県からウミヒルモとして記録されて
きた産地は，長崎市土井首，佐世保市九十九島，大
村湾沿岸，五島市富江であり（外山 1980；中西
2001），県の絶滅危惧�B類（EN）に指定されて
いる（中西 2001）。これらはヤマトウミヒルモであ
る。筆者らは大村湾沿岸を調査した結果，Fig.1に

示したように，大村湾沿岸全体に広く生育している
ことがわかった。生育地の水深はふつう 1 mより
深いところであるが，干潮時に干上がるような浅い
所にも生育している。生育地の土壌は，砂質から砂
泥質，泥質まで見られるが，礫地には見られなかっ
た。多くの生育地では，葉は 10月中旬ごろに緑色
のまま葉柄ごと切れ，なくなるが，すぐに新しい葉
が出始める。しかし，波浪の影響を全く受けない小
さな入り江などに生育しているものは，11月に入
っても葉が残っている。葉身の形は生育地によって
変異があり，線状長楕円形から広線形で，茎は地中
を浅く這い，長さ 1.5―3.0 cmの葉柄を伸ばして葉
を地上に出す（Fig. 2 b）。したがって，海底をカー
ペット状に被っている。

考察

大村湾沿岸にウミヒルモ属植物の生育地が多いの
は，波浪の影響がきわめて少ない閉鎖的な内湾の環
境によるものと考えられ，同じ海産顕花植物で，よ
く似た立地に生育するコアマモ Zostera japonica
Asch. et Graebn. の産地も少なくない（中西他
未発表）。

Fig. 1. Distribution of Halophila species in Omura
Bay of Nagasaki Prefecture. H . decipiens（★）；H.
nipponica（●）.

Fig. 2. Halophila species found in Omura Bay. a : H.
decipiens. b : H . nipponica. Scale bar = 2 cm.
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大村湾が成立したのは現在よりも暖かく，海水面
が上昇した縄文海進の時であり，その時に海産生物
や海岸植物の多くが外海から侵入したと考えられる。
トゲウミヒルモは熱帯系の植物であり，縄文時代に
は九州本土沿岸にも生育していたと考えられ，その
時に大村湾に侵入したものが，その後の気温低下の
時代にも穏やかな大村湾に遺存的に生き残ったと考
えることができる。同様の例は，マングローブ林内
に生育する巻貝マダラヒラシイノミ Pythia
pantherina（A. Adams）が，九州本土では唯一大
村湾沿岸に分布し（奥谷 2004），ハマボウ群落内に
生育している。一方，ヤマトウミヒルモの分布は，
九州から青森県陸奥湾までで（Uchimura, Faye,
Shimada, Ogura et al. 2006；大場・宮田 2007），
分布域は日本産ウミヒルモ属植物の中で最も北に位
置する種である。したがって，縄文海進以後，分布
が南下し，大村湾へはトゲウミヒルモよりも後に侵
入したものと思われる。
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Summary
The distribution and ecology of Halophila de-

cipiens and H . nipponica were studied in Omura
Bay of Nagasaki Prefecture, southwestern Japan.
In Japan, the former which is widely distributed
in tropical area and newly found at western part
in Omura Bay（Nagasaki Prefecture）is reported
for the first time outside Okinawa. The latter is
found through the bay area. The extention into
the bay area of these species was discussed with
reference to the formation of the bay.
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